
筑紫丘高校　CAN-DO リスト　－英語の４技能をバランスよく伸ばしていきますー

READING LISTENING WRITING SPEAKING

○社会的な問題に関して、意見の交
換をしながら、内容を発展させること
ができる。
○ALTによる授業の中で、準備してい
ない話題についても、即興で会話を
続けることができる。

○ALTによる、英文の内容や構成に関
するより複雑な説明を理解し、必要な
情報を得ることができる。
○２００語程度の長さのやや難解な英
文を聞いて、８割程度理解できる。

○与えられたテーマについて、事前に
準備すれば自分の考えを述べること
ができる。
○話す内容を効果的に伝えるため
に、ジェスチャーを交え、速さや抑揚
に留意して話せる。

○原稿を読まずに、アイコンタクトをと
りながら自己紹介をしたり、身近な話
題について話せる。
○質問をしたり、質問に答えたりし
て、短いやりとりができる。

○自分の知っていることに関して、比
較的長いやり取りができる。
○教科書の本文に関する英語の質
問にセンテンスで答えられる。

○ディベートにおいて、根拠を交えな
がら、賛成か反対かの意見を論理的
に述べることができる。
○自分と異なる相手の意見に対し
て、説得力のある反論ができる。

○ALTとの会話の中で、自ら新たな質
問をしながら、会話を継続できる。
○ALTによる授業中の説明を理解し
て、疑問点を質問できる。

○教師やALTの授業中の英語の指示
を理解できる。
○ペアやグループ間で話された英語を
聞き取り、必要な情報を得ることがで
きる。

○ALTの話す短めの英語を、ゆっくりと
したスピードならば理解できる。
○特定の状況や場面で使われる英語
を、ゆっくりとしたスピードで２回聞けば
８割程度理解できる。

○ALTの話す比較的長い英語を、ゆっ
くりとしたスピードならば理解できる。
○特定の状況や場面で使われる英語
を、少し早めのスピードでも２回聞けば
８割程度理解できる。

○ALTの話す比較的長い英語を、背
景知識があれば、少し早めのスピード
で話されても理解できる。
○２００語程度の長さのわかりやすい
英文を聞いて、７割程度理解できる。

○ALTの話す長めの英語を、早めのス
ピードで話されても理解できる。
○２００語程度の長さのわかりやすい
英文を聞いて、８割程度理解できる。

○教科書本文の段落内におけるト
ピックセンテンスやメインアイディアが
言える。
○教科書本文の各段落内における
文のつながりを説明できる。 (サポー
トセンテンスの働きを見抜くことがで
きる：具体例・因果関係・言い換え)

○ディベートの準備として、リサーチ
した内容をもとに、論理的な８０語程
度の英文が書ける。

○段落内の構成と段落間の構成を
意識して、１００語程度の英文が書け
る。

○与えられた主題に対応して、文体
や文構造を使い分けながら、説得力
のある筋道の通った１００語程度の
英文が書ける。

１年
前期

１年
後期

２年
前期

２年
後期

３年
前期

○教科書レベルの初見の英文の概
要を、辞書を使わずに説明できる。
○既習の英文を、発音やリズム、イン
トネーション、意味のまとまりを意識し
ながら音読できる。

○教科書レベルの初見の英文の概
要を、辞書を使わずに説明できる。
○目的に応じて、速読や精読など適
切な読み方ができる。
○既習の英文を、聞き手に筆者の主
張や論旨がよく伝わるように音読でき
る。

○教科書で学習した話題や内容につ
いて、自分の意見や感想を整理し
て、３０語程度の英文が書ける。

○スピーチの準備として、キーセンテ
ンスとサポートセンテンスを意識し
た、まとまりのある５０語程度の英文
が書ける。

○幅広い題材の英文を読み、その要
旨を１００字程度にまとめることがで
きる。　○社会的な問題に関する英
文を、未知の語句を類推したり、背景
知識を活用しながら読める。

３年
後期

○教科書レベルの初見の英文の概
要を、辞書を使わずに説明できる。
○筆者の主張を、自分の意見と比較
しながら批判的に読める。

○教科書本文の段落間の構成や展
開を、ディスコースマーカーの働きを
意識しながら、説明できる。
○教科書本文を日本語で要約でき
る。

○与えられた主題に対して、説得力
のある筋道の通った１５０語程度の
英文を書き、自分の書いた文章を推
敲できる。


